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9年度
生物補足
調査

調査開 始以 来最も多い
54種 類の鳥類を確認

区
で
は
、
環
境
保
全
対
策
の
I
つ
と
し
て
、
身
近

に
い
る
生
き
物
を
把
握
す
る
た
め
に
野
鳥
と
魚
の
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
鳥
類
は
荒
川
で
夏
と
冬
に
昭

和
5
9年
度
か
ら
、
魚
類
は
秋
に
区
内
5
河
川
で
昭
和
5
4

年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

2
年
ぶ
り
に
サ
バ
ク
ヒ
タ
キ
を
確
認

鳥
類
調
査

今
年
度
の
調
査
で
は
、
5
4種
3
千
6
4
8

羽
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
(
表
土

。
こ
の

確
認
種
数
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
数

で
に
だ
が
、
確
認
個
体
数
は
昨
年
並
み

で
、
減
少
傾
向
に
あ
n
ま
す
。
個
体
数

は
夏
期
よ
n
も
冬
期
の
方
が
多
く
、
7
5
%

は
冬
期
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
期
の
調
査
で
は
、
2
6種
Ⅲ
羽
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
最
も
多
か
っ
た
の
は

ム
ク
ド
リ
で
2
6
2羽、
次
い
で
万
オ
ヨ
シ

キ
リ
の
2
0
8羽で
し
た
。
夏
に
見
ら
れ
た

代
表
的
な
種
類
は
、
ム
ク
ド
リ

ー
オ
オ

ヨ
シ
キ
リ

ーイ
ワ
ツ
バ
メ
ーヒ
バ
リ

ー

セ
ッ
カ
ー
カ
ワ
ウ
・
カ
ル
ガ
モ

ーツ
バ

メ

ー
(
ク
セ
キ
レ
イ
な
ど
で
T
。

冬
期
の
調
査
で
は
、4
3種
2
千
7
2
9羽

が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
冬
期
の
調

査
で
は
最
も
多
い
種
数
と
な
り
ま
し
た
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
ユ
リ
カ
モ
メ
で
8
4
9

羽
、次
い
で
オ
ナ
ガ
ガ
モ
の
3
8
5
羽
で
し

た
。冬
は
水
鳥
が
多
く
、冬
期
の
総
個

体
数
の
t
分
の
I
を
超
え
ま
し
た
。カ

モ
類
や
カ
モ
メ
類
は
風
や
水
の
流
れ
の

緩
や
か
な
と
こ
ろ
で
群
れ
る
傾
向
が
あ
n

ま
す
か
、
今
年
も
ポ
ン
プ
所
の
放
水

路
や
そ
の
周
辺
、
多
自
然
型
ワ
ン
ド
に

群
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

冬
に
見
ら
れ
た
代
表
的
な
種
類
は
、
コ

ガ
モ

ーオ
ナ
ガ
ガ
モ

ーホ
シ
(
ジ
ロ
ー

キ
ン
ク
ロ
(
ジ
ロ

ーユ
リ
カ
モ
メ

ー
(

ク
セ
キ
レ
イ
な
ど
で
す
。

今
回
新
た
に
確
認
さ
れ
た
種
は
(
マ

シ
ギ
と
河
川
敷
で
は
珍
し
い
オ
ナ
ガ
で

す
。
珍
し
い
種
ど
し
て
は
、コ
ミ
ミ
ズ

ク
が
1
1年
ぶ
り
に
、
キ
ジ
が
昨
年
に
続

き
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
が
2
年
ぶ
り
に
、

そ
し
て
、
ゴ
イ
サ
ギ
の
群
れ
恥
厦
認
さ

れ
奔
レ
だ
。

ま
た
、
サ
バ
ク
ヒ
タ
キ
膏
森

ぶ
り

に
確
認
。
日
本
で
は
な
か
尽
か
見
ジ
れ

な
い
非
常
に
珍
し
い
鳥
で
す
。
こ
の
鳥

は
迷
局
で
す
か
、
こ
れ
ま
で
に
も
荒
川

流
域
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
は

オ
ス
で
し
た
が
、
今
回
は
メ
ス
で
し
た
。

荒
川
河
川
敷
が
渡
り
の
コ
ー
ス
に
な
っ

て
い
'
9と
し
た
ら
、こ
れ
か
昏
髪
君

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
タ
ヒ
バ
リ
の
ア
ル

ビ
ノ
(
体
の
做
が
日
い
個
体
で
、
自
然

界
で
は
珍
し
い
)
、
帰
化
種
の
ベ
ニ
ス

ズ
メ
が
4
羽
確
認
さ
れ
、
繁
殖
し
て
い

る
可
能
性
な
`
い
と
思
わ
れ
ネ
y
。
荒

川
は
野
鳥
た
ち
に
と
っ
て
豊
か
な
環
境

に
あ
る
と
い
&
心
で
し
ょ
う
。

表1　 確認鳥類一覧

2 年ぶりに確認 されたサバクヒタ キ( メス)

ブ
ル
ー
ギ
ル
を
多
数
捕
獲

魚
類
調
査

区
内
を
流
れ
f
?
助
川
(
荒
川
・
中

川
・
花
畑
川
・
垳
川
・
毛
長
川
)
で
投

網
や
エ
サ
釣
n
な
ど
い
ろ
い
う
な
漁
法

で
魚
類
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
(
表
2
)
。5

河
川
全
体
の
確
認
種
は
1
1種
で
、
捕

蹇
数
は
6
4
1尾で
し
た
。
垳
川
変
ぞ
4

河
川
で
例
年
煢
留
4
～
7
種
の
魚
類

を
確
認
し
ま
し
た
。
垳
川
は
現
在
行
な

っ
て
い
る
工
事
の
た
め
か
、
水
質
が
悪

化
し
、
昨
年
の
I
種
か
ら
2
種
に
減
っ

て
」歪
い
ま
し
た
。
全
体
的
に
は
、(

ゼ
の
捕
箋
数
が
例
年
よ
り
少
な
く
、
ウ

グ
ィ
が
数
年
ぶ
り
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
花
畑
川
で
は
雑
食
魚
の
外
来
種

で
あ
る
ブ
ル
ー
ギ
ル
が
数
多
く
捕
箋
さ

れ
、在
来
種
へ
の
影
響
が
気
に
な
り
ま

す
。表2　 河川別確認魚種一覧

区
内
の
4
小
学
校
で

魚
の
里
親
事
業
を
実
施

毛
長
川
は
、冬
期
、水
量
が
少
な
ぐ

な
ひ
、水
質
も
悪
化
す
る
た
め
、魚
が

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
魚
を

救
い
、小
学
生
が
環
境
に
つ
い
て
関
心

夲
痔
つ
機
会
を
暃
屏
す
る
こ
と
を
目
的

に
、魚
の
里
親
事
業
晋
竹
っ
て
い
ま
す
。

旬
月
下
旬
、水
質
だ
思
化
す
る
前
に
魚

夲
桶
箋
し
、区
内
t
小
学
校
(
古
千
谷

小
・
舎
人
第
一
小
・
柬
伊
興
小
・
西
保

木
間
小
)
に
魚
奮
脛
じ
て
飼
育
し
て

も
ら
い
、
農
業
用
水
の
戻
る
5
月
に
放

流
会
を
し
て
い
ホ
罵

昨年の放流会

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
調
査
担
当

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

4
月
か
ら
「
あ
だ
ち
広
報
」
の

発
行
日
・
発
行
回
数
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
毎
月
5
・
1
5・
2
5日
に

発
行
し
て
い
た
「あ
だ
ち
広
報
(
新

聞
版
)
」
は
、4
月
か
ら
?
1
5
日

号
産
排
し
た
1
0日
号
と
2
5日
号
の

月
2
回
に
装
い
産
児
に
発
行
し
ま

す
。
な
お
、
隔
月
発
行
の
あ
だ
ち
広

報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
変
わ
ら
ぬ
ご
菅
読
彖
齠

い

し
ま
す
。

問
先
卜
広
報
課
広
報
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容

2
面
マ
マ
マ
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
/
あ
い
あ
い
公
社
は
垈
=
福
祉
　
　
　
　
　

協
議
会
と
I
緒
に
な
り
ま
す
/
受
信
障
害
対
策
制
度

3
面
マ
マ
マ
年
金
保
険
料
免
除
の
手
続
き
/
消
費
相
談
事
例
か
ら
/
　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
募
集
/
ひ
ろ
ば

4
面
マ
マ
マ
イ
ペ
ン
ト
情
報
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

該
当
す
る
方
は
手
続
き
を

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)・
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
児
童
1

壁
当
(

障
害
手
当
)

対
象
目
2
0歳
禾
碣
で
心
身
に
障
害
が
あ

り

次
の
い
I

を
扶
養
し
て
い
る
方・
:知
的
障
害
で

「
愛
の
手
帳
」
I
L
I
厦
/
身
体
障
害

で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
1
・
7
級
/

脳
性
マ
ー

※
所
縟
制
限
が
あ
ひ
豕
y
手
当
月
額

=
1
万
息
齒
円

圏
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
目
2
0鎭
禾
満
で
心
身
に
璽
愿
冫

び
中
度
の
障
害

憂
の
乖
嘸
L
F
I
度

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
I
A

級
程

度
)
を
も
つ
児
童
蚕
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該
当
す
る
竭
合
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
…
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
/

泌
戛
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
童

が
障
害
一
罌
岑
夏
公
的
年
金
の
受

給
資
格
者
で
あ
る
手
当
月
額
H
重
度

…
5
万
巍
円
/
中
度
・
:
3
万
1
千
5
3
0
円
　
　
　
　
-

い
ず
れ
も
L

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
霰
な
も
の
が

異
な
口
汞

歹
の
で

。
お
問
い
袞

衽

ぐ

だ
さ
い

。

申
・
問
先
息

響
鞏

当
係

『
(親
)医
療
証
』を
お
持
ち
の
方
へ

9
年
度
中
に
1
8
歳
に
な
っ
た
お
子
さ

ん
(
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
～
5
5
年
t
月

1
巨
蜜
R
)
Q

膠
襄

証
の
有
効
期

限
は
1
月
3
1日
ま
で
で
す

扨
歳
に
な

っ
た
お
子
{
兄

と
申
請
者
の
み
X

靨
一
-

使
い
の
樊
ほ

、
胃
3
1
日
で

申
請
者
の
受
給
資
格
も
な
く
な
り
ま

す
)
。な
お
、
お
子
さ
ん
が
中
程
度
の

障
害
夸
苻
つ
て
い
る
場
合
は
、
芻
f
さ

ん
の
2
0歳
の
誕
生
刪
前
日
ま
で
釁
凡
ま

す
。

申
・
問
先
旦
盜
酲
療
係

3
月
2
5日
まで

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
申
請

支
給
対
象
と
畏
笂
る
万
に
は
、既

に
申
請
書
夲
郵
送
し
て
あ
り
豕
y
。支

給
対
象
の
方
は
必
要
亊
項
菅

も
れ
な
ぐ

記
入
の
上
、
必
ず
1

月
2
5
日
ま
で
に
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て

ぐ
だ
さ

い

。
支
給
対
象
の
方
で

申
請
一

が
届
か

な
い
方
は

。
お
問
い
命
R

そ

だ
さ
い

。

・

支
給
方
法

給
付
金
は
、提
出
さ
れ
た
申
請
書
を

審
査
の
上
、4
月
末
ご
ろ
ま
で
に
口
座

振
込
等
で
支
給
し
嫐
y
。慳
暹
知
は

出
し
ま
廿
ん
の
で
、指
定
さ
れ
た
口
座

の
通
帳
夲
記
帳
し
、確
認
し
て
ぐ
だ
さ

い
。審
査
の
耙
果
、非
該
当
ζ
な
っ
た

方
に
は
i
月
中
に
通
知
し
宋
y
。

問
先
些
器
関
係
で
支
給
奮
冥
け
る
方

・
・
・
国
民
年
金
驛
給
付
係
/
泌
璽
扶
養
手

当
関
係
で
支
給
鷺
答
y
芳
…
児
竜
福

祉
課
児
章
盂
徊
/
障
害
や
福
鬚
雪

関
係
で
支
給
糞
答
y
芳
…
在
宅
福
祉

課
在
宅
福
祉
佩
/
原
爆
被
爆
者
関
係
で

支
給
奮
答
y
芳
・
:
保
健
管
理
課
管
理

係
/
そ
の
他
の
関
係
で
支
給
を
受
け
る

方
・
:福
但
嘉
錬

、
在
宅
福
祉
課
、
各

福
祉
事
務
所

簔
1
)

表1　 福祉事務所一覧

公
立
・
私
立
保
育
園
入
園
相
談

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

理
由
に
よ
ひ
乳
幼
児
の
保
育
が
で
忝
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
ほ
随

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
し
込
み
を

悪
符
け
て
い
ま
す
。た
だ
し
。地
域

・
年
齢
に
よ
っ
て
は
空
き
の
な
い
と
こ

忝
9
の
n
汞
y
。申
・
問
先
卜
管
轄

の
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

乳
幼
児
の
保
育
施
設
案
内

区
の
氛
濱
に
戞
つ
い
て
乳
幼
児
の
保

育
を
し
て
い
る
施
設
が
あ
2

ヂ

。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ
の

自
宅
で
I
歳
禾
満
の
お
f
兄
奮
`
育

し
ま
す
。

・
保
育
窒

小
規
模
の
保
育
所
で
、―
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
奮
誓
じ
嫐
y
。

・
児
S
緊
急
一
時
保
護

保
護
者
が
出
産
、
病
気
な
ど
で
、
養

育
に
お
困
り
の
家
庭
の
乳
幼
児
を
一
時

的
に
保
育
し
ま
す
(
た
だ
し
、
保
護
者

髪

甼

ゑ

め
の
ご
利
用
は
で
蛮

せ
ん
)
。

I
い
ず
れ
も
卜

問
先

保
1

事
務

所
(
表
I
)

70歳以上の方の

無 料入浴の

方法が
変わります

次
の
X
つ
の
方
法
を
合
わ
せ
て
利
用

畜
9

左
に
よ
り
無
料
入
浴
回
数
が
増

加
し
t
y

。
対
象
者
に
は
、4
月
下
旬

に
往
復
(
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
お
待
ち
ぐ
だ
さ
い
。

・
「ゆ
～
ゆ
L
湯
入
浴
証
J
で
入
浴

浴
場
組
合
足
立
支
部
の
協
力
に
よ
っ

て
月
一
回
の
無
料
入
浴
が
で
き
ま
す

莓
月
第
1
水
曜
日
)
。
こ
の
利
用
は
、

往
復
(
ガ
キ
に
印
刷
さ
れ
た
「ゆ
L
ゆ

卜
湯
入
浴
煕

を
区
内
の
銭
湯
で
樶
罘

し
刄
〈
浴
で
罌
チ

。

・
無
料
入
浴
券
の
交
付

無
料
入
浴
珠
は
、1
0枚
で
歹
。
従
来

ど
お
り
、
希
望
署
に
交
付
し
ま
す
。

-
い
ず
れ
も
卜

対
象
H
4
月
1
日
現
在
、
区
内
在
住
の
7
0

歳
以
上
(
昭
和
3
年
4
月
2
日
以
前

生
ま
れ
)
の
方
で
、
高
齢
者
福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
方
お
よ
び
特
別
養

護
考
人
ホ
ー
ム
、
在
宅
の
巡
回
入
浴
サ

I
ビ
ス
、
施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
"
莉

用
し
て
い
な
い
方

申
・
問
先
卜
在
宅

福
祉
係

老
人
医
療
証
・
(福
)医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

・
老
人
医
療
の
入
院
時
一
郎
負
担
金
か

変
わ
り
ま
す

老
人
医
療
証
・
瀞

雖
証
を
お
持
ち

の
方
が
入
鄲
始

と
き
の
一
郎
貝
担
金

が
、
4
月
か
ら
1
日
千
円
か
ら
千
沺
円

に
奪
ね
n
ま
す
。

・
医
療
費
を
大
切
に

緊
急
の
場
合
の
ほ
か
は
、
休
匯
・
深

夜
・
時
間
外
受
診
は
灣
g
C

よ
う
。

ふ
つ
う
の
医
療
費
の
ほ
か
に
剖
増
料
金

が
か
か
2

手
。
や
り
奮
凡
な
い
場
合

変
罟

、
な
る
べ
ぐ
舜
g
C

よ
う
。

-
い
ず
れ
も
卜

問
先
=
医
療
助
成
係

4
月
1
日
か
ら

あ
い
あ
い
公
社
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
一
緒
に
な
り
ま
す

あ
い
あ
い
公
竍
ほ

、
足
立
区
行
政

改
革
大
綱
(

第
二
次
)

に
基
つ
く
公

社
等
の
見
匱
し
の
結
果
、
今
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
を
芫
笋
じ
。
新
し
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
提
供

す
る
こ
と
に
な
Q
F
1

一
た

。
4

月
1

日
か
ら
、
あ
い
あ
い
公
社
の
あ
っ
た

か
サ
ー
ビ
ス

、
あ
い
あ
い
ラ
ン
チ
等

、

す
べ
て
の
事
業
は
㈲
襲

福

祉
協
議

～
な
覗
事

業
所
酋
新
#
2
1
1
1
-
4
)
、
電

―
せ
ぺ
今

ま
で
ど
お
n
刹
用
で
孝
豕
y
。
問
先

卜
高
齢
福
祉
計
諏

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

抛
あ
い
あ
い
公
社

昔
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

鮮
明
な
テ
レ
ビ
画
像
を
提
供

受
信

障

害対

策
(

原
因

者

負
担
)

制
度

-
-
x
内
a
、
中
高
層
建
築
物
等
の
彫

-
響
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
蔕
信
　

障
害
が
広
範
囲
に
わ
た
n
発
生
し
て
い
　

欒
y
。
こ
れ
奮
秕
本
的
に
解
消
す
&
た
　

め
に
、
都
市
型
c
A
T
v
(
ヶ
I
ブ
ル
　

テ
レ
ビ
)
夲
莉
用
し
て
各
冢
庭
に
鮮
明
　

な
テ
レ
ビ
画
像
奮
脛
y
ゑ
蓊
障
害
　

対
策
(
原
因
者
負
廻

制
度
が
あ
ひ
ま

す
。

・
受
信
障
竇
対
策
制
度
と
は

テ
レ
ビ
電
波
に
影
!

胥
ほ
三

定

規
模
以
上
の
建
物
等
の
建
築
主
の
協
力

嚢
碍
て
、
都
市
型
c
A
T
y

鼻
用
し
、

発
隼
I
瀑
偖
障
害
を
解
消
し
ぶ
り
と
　

す
攵
y
制
度
で
y
。

・
中
高
層
建
築
物
等
の
建
築
主
の
負
担
　
　

「
足
立
区
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
　

信
障
害
の
解
消
に
関
す
る
条
例
」
に
基
　

づ
き
、
営
信
障
害
の
原
因
と
な
る
中
高
　

層
建
築
物
等
の
建
築
主
は
、
建
築
確
認
　

申
請
時
に
叭
と
事
前
協
議
Q
冫
奩
篥

。
物
の
規
模
に
応
じ
て
。
必
要
な
経
費
を
　

負
矩
丁
9
左
に
な
り
ホ
y
。
実
際
の
　

対
策
は
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
、
営
信
　

障
害
対
策
夲
講
じ
る
建
築
キ
が
ら
の
委
　

託
を
鷽
け
て
、
負
矩
金
の
算
出
・
施
行
　

な
g
跖
い
ま
す
。
c
A
T
v
施
設
の
　

整
備
や
慾
奔
T
ピ
ス
は
、
区
の
第
1
　

セ
ク
タ
ー
の
㈱
ヶ
I
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
　

が
行
い
ホ
y
。
両
方
と
も
区
が
指
定
し
　

た
機
関
で
す
。

な
お
、
新
た
に
建
設
さ
れ
忝
も
の
だ

け
で
は
な
ぐ
、
既
存
の
建
築
物
等
に
お

い
て
も
、
ヶ
I
ブ
ル
の
張
り
魯
え
等
共

同
営
傴
施
設
の
更
新
時
に
'
」
の
制
度
は

活
用
で
き
豕
y
。

・
今
回
整
備
さ
れ
る
地
域

営
孱
障
害
対
策
制
度
腓
罰
?
る
都

市
型
c
A
T
v
の
整
備
に
あ
わ
せ
。
5

年
間
で
順
次
地
域
を
広
げ
て
い
罌
チ
。

こ
の
制
度
で
現
在
薤
罟
れ
て
い
る
地

域
は
第
一
期
、
二
期
地
区
で
f
が
、
1
0

年
か
月
か
ら
は
三
期
地
区
も
整
爾
地
域

に
な
n
汞
y
簔
2
)
。

・
区
の
制
度
を
利
用
し
て
更
新
す
る
建

築
主
等
へ
の
助
成

テ
レ
ビ
磊

萵

震

施
設
の
更
新

・
維
持
管
理
等
を
区
の
営
信
障
害
対
策

制
度
峇
莉
用
し
て
実
施
す
る
建
簗
主
等

へ
は
次
の
ぶ
7
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。

対
象
H
都
市
計
回
事
業
に
協
力

し
た
方
/
区
の
事
業
に
協
力
」
だ
方
/

そ
の
他
の
公
共
事
業
に
協
力
」
だ
方
な

ど

助
成
の
金
額
=
区
の
営
信
障
害
対

策
制
度
の
負
髮
一一の
1
6分
の
」
L
y
芬

の
F
(
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
有
り
)

※

官
公
庁
等
は
対
象
外
で
す

申
・
問
先

卜
橄
ま
ち
づ
く
り
公
社

a
(
3
8
8
0
)
5
7
0
t
㈹

環
境
課
電
波
障
害
対
策
相
当

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

都
市
型
C
A
T
V
受
信
可
能
地
域

1
2月
か
ら
第
3
期
地
区
放
送
開
始

第
1
セ
ク
タ
ー
の
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
足
立
で
は
、第
1
期
地
区
簔
2
)

で
の
放
送
開
始
を
1
0
年
1
2
月
か
ら
予
定

し
て
い
李
y
。※
共
聴
施
設
等
に
よ

吟
電

波
障
毒
対

策
済
み
の
地
域
で
は
。

一
部
加
入
で
忝
な
い
地
域
が
あ
2

チ

・

放
送
内
容

▽
再
認
傴
サ
ー
ビ
ス
・・・
都
内
の
各
チ
ャ

ン
ネ
ル

、
放
送
大
学

、
M
X

テ
レ
ビ
、

足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
等

▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
(

基
本
)

サ
ー
ビ
ス
…

再
認

偃
の
ほ
か
B
S
I

、
B
S
2

、
跌

固
・
ス
ポ
ー
ツ
等
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
3
9

チ
ャ
ン
ネ
ル

▽
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
…
W
O
W
O
W

を

含
む
冫
チ
ャ
ン
ネ
ル

・
契
約
の
申
し
込
み

区
内
の
電
器
壅
峇
ほ
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
足
立
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
先
日
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
跫
立

魯
(
5
6
8
0
)
8
0
8
0

-
い
ず
れ
も
卜

問
先
H
企
画
部
副
参
事

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表2　 都市型CATV( ケーブルテレビ) 整備計画

◎ あだち広報2月25日号でお知らせした千住宿歴史プチテラスの3月の展示の日程が都合により変更となりました。正しくは、次のとおりです。「3月23
日～31日…絵画展」《まちづくり公社》
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年

金

保
険
料
免
除
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

9
年
度
に
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

を
申
請
し
f
に
粢
認
さ
れ
た
方
(
学
生
も

忝
9
は
、
3
月
で
免
除
期
間
が
終
了

に
乖
y
。
引
き
暼
冕
除
杏
埀
季
恚

場
合
は
、
改
め
i
甼
続
き
が
必
餮
で
歹
。

4
月
初
め
に
送
付
言
忿
莇
納
付
黻
に

同
封
a
れ
る
「
免
除
申
請
s
」
に
免
除

の
理
由
夛

わヽ
し
く
記
入
・
押
印
Q
つ

え
、
5
月
末
ま
で
に
返
送
し
て
ぐ
だ
さ

い
(
学
生
の
万
は
、
学
校
名
、
学
校
所

在
地
等
の
鄙
公
亟
れ
ず
に
お
願
い
し

ま
ま
。
な
お
。
1
0
年
度
か
ら
新
た
に
&

隊
を
希
單
l
罟
は
、
4
月
以
降
に
`

罠
年
金
課
ま
た
鯵
誂
事
務
所
の
窓

口
で
申
踵
じ
て
S

き
い
。

免
除
申

請
に
必
要
な
も
の
卜
印
鑑
/
某
礎
年
金

番
1

茹
一

※
罍
生
の
万
は
学
王
証

(コ
ピ
ー
可
)
、
親
元
を
離
れ
て
い
る

方
は
、
親
の
所
夥
茹
よ
び
控
除
額
の
わ

か
'夕
も
の
(
源
泉
徴
収
票
、
1
0年
度
課

税
証
明
書
な
ど
)

問
先
此
庸
萪
係

ね ん き ん

出張相談

日
程
等
卜
表
3
内
容
H
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど
※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、
中

川
区
民
事
務
所
で
行
い
ホ
y
問
先
日

推
進
係

表3　 ねんきん出張相談日程表

夜間開設

生

活

環

境

引
き
取
り
に
は
2
千
円
が
か
か
り
ま
す

春
休
み
に
増
え
る
放
置
自
転
車

E
転
車
が
歩

行
者
の
進
路
奮
衍
げ
た
ひ
、
街
の
美
観

を
?
?
い
李
歹
。
ま
た
、
緊
急
活
動

の
障
香
に
も
な
っ
て
い
家
y
。

区
で
は
、
駅
前
周
辺
の
お
お
口
ね
揃

m
以
内
を
目
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
て
い
掌
y
。
禁
止
区
域
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
目
転
車
移

送
所
に
運
び
保
管
し
李
y
。
自
転
車
を

引
き
取
る
際
に
は
、
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
て
い
ホ
歹
。
ま
た
、
撤

去
後
z
力
月
1

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

学
校
の
春
休
み
期
間
中
は
、
特
に
学

年
専
の
自
転
車
放
置
が
目
立
ち
汞
y
。

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
徒
歩
で
。

自
転
車
を
莉
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
決

め
ら
れ
た
自
転
車
鑿

儡
に
置
い
て
ぐ

だ
さ
い
。

問
先
卜
自
転
車
係

消
費
生
活
相
談
事
例
か
ら

春
の
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン

敷
金
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
!

春
ほ
引
つ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
。
進
学

や
就
職
、
転
聊
な
ど
薪
牛
居
に
備
・
&
し

転
居
至
灸
y
人
も
多
い
と
思
い
李
y
。

で
も
、
今
ま
で
借
ひ
て
い
た
住
宅
を
退

去
す
る
時
'
^

な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
い
ま
す
。「
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去

す
る
時
丿
筆
5
1

卻
壓
の
修
繕
費
が

か
か
忝
と
言
わ
れ
、
敷
令
E
万
円
を
返

し
て
も
ら
え
な
い
。」「
1
年
冫
刀
月
住

ん
だ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
洞
算
で
磴
硴
代
2
6

万
円
を
請
求
さ
れ
た
。」

・
敷
金
と
は

本
来
、
敷
金
は
賃
貸
料
の
滞
納
や
住

宅
の
破
損
等
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め

登
去
皈
主
に
対
し
て
差
し
入
れ
る
筮

銭
の
'
』
と
奮
盲
い
ホ
y
。
借
志
望
汞

的
に
啄
入
居
時
の
状
態
に
戻
し
て
退
云

レ
4
け
れ
ぱ
い
け
な
い
の
で
、
こ
れ
ら

の
債
務
が
慘
蚯
場
合
は
、
家
主
は
歌

全
答
そ
の
費
用
を
差
し
引
ぶ
に戸
が

で
き
豕
歹
。

・
入
居
時
の
状
態
つ
て
、
ど
こ
ま
で
?
　

タ
バ
コ
の
灰
が
落
ち
て
畳
の
一
部
を

焦
が
レ
た
り
、
警
手
に
部
屋
の
模
様
替

え
を
し
た
等
、
借
主
の
過
失
や
故
意
に

よ

て
I

借
主

に
I

レ
か

し
、
畳
や
襖
、
壁
紙
の
変
色
な
ど
、

使
っ
て
い
て
自
然
に
消
耗
レ
た
も
{
ほ

通
常
こ
の
中
に
含
贏
れ
ま
甘
へ

と
こ

ろ
が
、
中
に
は
契
約
魯
に
特
別
の
記
載

が
な
い
の
に
、
自
然
消
耗
の
分
ま
で
元

に
戻
さ
す
9
と
い
う
解
釈
童
炙
豪
主

も
い
て
、
借
主
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ

と
が
少
な
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ト
ラ
ブ
ル
解
消
の
ポ
イ
ン
ト

▽
箟
疂
葯
壹
`
ぷ
時
は
髣
軻
S
の
内

容
釁
よ
く
確
か
め
u
し
ょ
う

特
約
条
項
硯
こ
が
つ
い
て
い
る
'
左

が
あ
2

ヂ
。

▽
入
居
時
お
よ
び
退
去
時
の
住
宅
の
状

孥
を
冢
主
立
ち
僉
い
の
畆
と
で
点
繪
じ
、

写
真
に
撮
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
時
の
証
明

に
な
n
汞
す
。

▽
退
去
す
る
時
は
契
約
書
の
指
定
の
日

ま
で
に
申
し
出
声
‥
y
よ
う

指
定
日
奮
唇
又
と
、
敷
金
か
ら
差

し
引
か
れ
る
に
E
が
あ
ひ
豕
歹
。

▽
契
約
書
は
。
返
さ
な
い
で
必
ず
保
管

」
ぶ
`
し
ょ
う

契
約
内
容
が
確
認
で
羣
忿
(
紹

碆

類
で
す
。

▽
修
繕
費
用
を
請
求
さ
れ
た
ら
明
細
書

を
求
め
、
内
容
参
確
誓
c

よ
う

請
求
内
容
に
疑
問
が
ゐ
忝
£
蔬
、

過
失
に
よ
る
撰
聆
か
目
然
灣
聆
か
参
写

真
等
で
確
認
し
、
負
担
の
程
度
を
冢
主

と
艮
く
飫
u
e
つ
こ
と
が
大
弯
手

。

問
先
日
消
費
者
セ
ン
タ
ー

四
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

小学生おさらい教室児童募集

おさらい教室では、4月からの新
入生を募集します。経験豊かな元小

学校教諭が、マンツーマン方式で指
導します。日時等=表4定畏=
小学校1年生… 10人( 授業開始は5
月) / 2～4年生…若干名( 先着順)
費用=月額4, ooa円～5, 500円申
・問先= 舫シルバ ー人材センター
四3859- 2561

表4　 小学生おさらい教室

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

勦
務
日
等
卜
月
s
ふ
逧
日
、
午
前
1
0
時

蓉
了
午
後
3
時
4
0
分
期
間
日
4
月

―
<
w
月
対
象
泯
i
～
4
0
歳
く
ら
い

の
方

内
容
H
心
身
障
害
者
の
隻
箍

導
な
ど
の
訓
練

定
員
H
冫
人

報
酬
H

時
給
珊
円

勤
務
場
所
・
申
・
問
先

日
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

四
(
3
8
5
3
)
0
6
3
p
』

地域生活
支援センター

利用者募集

区
内
に
唇

琲

も

柵
神
障
害
者
の
皆

さ
ん
の
保
健
・
福
祉
り
同
卜
審
自

的
と

」
だ

「
足
立
区
地
域
忠

笳

蠱

セ
ン
タ

ー
(
竹
の
塚
一
(
丁
旦

が
開
設
し
声
し

た
。
セ
ン
タ
1
〃
ぽ

、
次
の
部
門
の
利

里

苳

彝

笋
1
¥

ヂ

。

・

通
所
授
産
部
門

内
容
日
仕
出
し
弁
当
の
製
造
業
務

対

象
卜
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・・・
①

通
院
治
療
中
で
あ
ひ
主
治
医
の
承
認
を

得
た
精
神
障
害
者
の
方

②
作
業
所
通

所
訓
練
事
業
経
験
箜

素

ほ
こ
れ
に
準

ず
欠
芳

③
F
日
6

時
間
・
週
I
R

通

所
で
き
る
万

④
中
毒
性
精
神
病
祁

ぷ

ぴ
知
的
昌
蓮

障
害
で
な
い
方

定
S
=
1
6

人
圏
作
業
訓
練
部
門

内
容
卜
洗
濯
バ
廾
S
う

く
り
等
の
軽
作

業

、
喫
茶
の
運
営
等

対
象
卜
前
記
①

・
③
・
④
の
す
べ
て
に
該
価
し
、
足
立

区
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
指
導
事
業
　

ヂ
イ
・
ヶ
ア
)
終
了
者
ま
た
ほ
こ
れ

に
準
ず
夂
芳
定
s
=
1
3
人

圏
生
活
支
援
部
門

内
容
H
パ
ソ
コ
ン
や
手
工
芸
等
の
各
種

講
習
会
、
牛
罵
訓
練
講
座
、
隻
蕕
祉

相
談
等

対
象
卜
前
記
①
・
④
に
該
当

す
る
万

定
員
H
な
し

I
い
ず
れ
も
I

募
集
開
始
川一
月
1
6
Rか
ら
随
時
受
付

申
!
*
=所
定
の
甲
躋
s
類
(
保
健
所
・

保
健
相
談
所
に
あ
n
汞
す
)
多
痔
参

申
先
日
保
健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
5
)

※
居
住
地
に
よ
っ
て
畊
込
先
が

違
い
ま
ゐ
で
、
專
為
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
蕋
蠶
屏
・
保
健
相

談
所
(
表
5
)
お
よ
び
捷
罌
吝
支
援

セ
ン
タ
ー

豊
(
3
B
B
3
)
7
1
7
7

表5　 保健所・保健相談所一覧

「ハ
ロ
ー
あ
だ
ち
」
は
3
月
末
日
で
終
了
し
ま
す

声
の
便
利
帳

「
「
ロ
ー
あ
だ
ち
」
は
4

月
1

日
か
ら
利
用
で
き
ま
せ
ん

。

「
わ
た
し
の
便
利
帳
(
リ
ブ

ー
イ
ン
)
」

や

「
あ
だ
ち
広
報
」
『
と
き
め
き
』
等

食
偏
用
く
だ
さ
い
。
問
先
卜
広
聴

相
談
係

壺
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

便
利
で
安
心
　
口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料

金
融
機
関
の
窓
口
が
混
ん
で
い
て
長

時
間
待
っ
た
。忙
し
ぐ
て
つ
い
吶
め
に

行
ぐ
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。そ
ん
な

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
y

口
座
振
替
(
自
動
俘
込
)
な
ら
そ
ん
な

y
に
と
は
な
く
な
り
豕
y
。お
申
し
込
み

い
た
だ
き
豕
7
と
、
金
融
機
関
の
口
座

か
ら
納
蜀
左
に
自
動
的
に
引
き
苓
と

さ
9

チ

。
申
込
H
窓
口
に
預
(
貯
)

金
通
帳

、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付

騫
を
持
参

申
先
日
預

鮃
)

金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
(

郵
便
局
を
含
む
)
、

ま
た
は
区
担
当
窓
口

、
区
民
事
務
所

問
先
=

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
・・・
納

税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・・

国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国

民
年
隻

暎

料
…
国
民
年
令
驛

保
険
料

係

き
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

衛
生
試
験
所
臨
時
職
員
募
集

衛
生
試
験
所
で
は
、検
査
技
師
・
薬

齠
等
の
検
寰
と
器
―
の
臨

時
器
具
を
募
集
し
李
歹
。勤
務
時
間

=
午
前
9
時
～
午
後
t
時
期
閥
=
4

月
～
H
年
1
月
定
一
日
若
干
名
※

勤
務
ほ
等
く
わ
し
ぐ
は
お
問
い
会
わ
せ

く
だ
さ
い

勤
務
場
所
・
申
・
問
先
日

衛
生
試
験
所

四
(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

掲
示
板

・

「
東
京
都
み
ど
り
の
日
」
第
M
回
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

テ
ー
マ
日
み
ど
ひ
・・
東
京
の
身
近
な
樹

木
・
草
花
や
自
然
、
人
と
輙
と
の
ふ
れ

あ
い
、
四
季
な
ど

部
門
日
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ズ
/
カ
ラ
ー
/
モ
ノ
ク
ロ

期
限
H
4

月
口
は
必
糖

※
く
わ
し
く
は
お

問
い
命
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先
日

都
・
環
境
保
全
局
自
然
保
護
部
「
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
係

〒
1
6
3
・
8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
1
8
1
1

都
庁
第
L

庁
舎
北
3
7階

四
(
5
3
8
8
)
3
4
5
5

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
た
ち
総

画
展
と
写
x
展
一
月
2
7
日～
4
月
3

日
/

区
役
所
L

階
ア
ト
リ
ウ
ム
/
小
さ

な
'
}
み
仲
間
・
梨
本

四
(
3
8
7
0
)
2
7
3
4
(

午
亨

時
以
降
)

☆
春
休
み
親
子
陶
芸
絵
付
教
室
a
月

習
苗
、
午
前
1
0
時～
正
午
/
竹
の
筱

障
害
福
祉
館
/

小
単
生

親
子
m
一
組
/
7
0
0

円
/

山
口

四
(
3
8
8
5
)
1
2
7
2
(

午
後
5

時
以
降
)

☆
足
立
に
プ
レ
ー
パ
L
ク
を
つ
く
歪
=

『
み
ん
な
集
ま
れ
わ
ん
ぱ
く
広
場
』

3
月
2
9
貝
网
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

蒸

臾
中
止
/
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

公
園
/
じ
ゃ
ん
ぽ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
、
型
抜

き
粘
土
ほ
か
/
無
料
/
山
根

四
{
3
8
8
9
}
7
3
6
8
(

午
後
9

畤
以
降
)

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
4
月
5
日
面
、午
前
1
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
4
月
1
2日
/
元
渕

江
公
園
/
7
0区
画
予
定
/
出
店
料
千
円
/

電
話
/
ク
ラ
ブ
旭
・
高
橋

普
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▽
4
月
5
日
面
、
午
前一
…蒔
I

午
後
3

時

※
囹
大
の
場
合
中
止
/
區
蛩
南

側
広
場
/
8
0区
画
予
定
/
出
店
料
千
円
/

電
話
/
ド
リ
ー
ム
・
斉
藤

四
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

☆草野球サークル　毎週土・日曜日、正午～午後2時/区内グラウンド/月額2, 500円/西川　3897- 5103
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女
性
団
体
の
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す

対
象
H
区
内
に
活
動
の
主
体
を
置
き
、

区
内
在
住
・
在
動
の
方
が
7
人
以
上

(冫
妥

性
が
冫
割
以
上
)
の
団
体

内
容
口
女
件
簡
題
学
習
の
た
め
の
講
師

派
遣
お
ゐ
‥甚
の
費
用
の
一
部
の
援
助

定
員
日
1
5団
体
(
審
査
お
よ
び
佃
選
)

申
込
卜
所
定
の
甲
請
書
を
提
出

期
限

卜
4
月
1
7日
必
着

申
・
問
先
日
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・O
&
i
L

梅

田
7
-
3
3
-
1

さ
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

第
8
回
定
期
演
奏
会

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

日
時
卜
3
月
2
2日
㈲
、
午
後
1
時
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル

内
容
H
▽
第
1
部
・
-
-オリ

ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
(
序
曲
「
バ
ラ
の
謝

肉
祭
」
ほ
か
)

▽
第
2
部
・
:ジ
ュ
ニ

ア
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
ウ
ィ
ズ
ト
レ
ー
ナ
ー

▽
第
3
部
・
:宮
崎
駿
特
集
パ
ー
ト
H
　
(

も
の
の
け
姫
、
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ

ほ
か
)

費
用
H
無
料

申
込
卜
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
卜
文
化
振
興
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

青
年
講
座

西
ア
フ
リ
カ
の
風
に
の
っ
て

西
ア
フ
リ
カ
ー
ガ
ー
ナ
の
人
々
の
暮

ら
じ
ゃ
文
化
の
紹
介
と
、家
庭
料
理
に

挑
戦
し
ホ
y
。ア
フ
リ
カ
ン
ド
ラ
ム
の

演
奏
も
あ
町
汞
歹
。

日
時
日
3
月
2
8

日
田
、
午
前
1
0時
1
午
後
2
時

講
師

凵
橋
本
和
典
氏
(
青
年
海
外
協
力
隊

員
)
ほ
か

定
員
卜
3
0人

費
用
H
瞋

円
(
料
稈
材
料
費
)

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

゛
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

4 月1 日から
ギャラクシティのプラネタリウム、ド ーム・シア夕 ーの

投影・上映スケジュールが変わります

4月から、プラネタリウム、ド ー
ム・シアターの投影・上映スケジュ
ールが下表のとおり変わります。

※ 3月16日～20日は、プラネタリウ
ム春番組入れ替えのため休演します。

3 月23日(月)の午後1BS30: 分、4 時の
ド ーム・シアタ ー、午後2 時45分の
プラネタリウムは上映・投影します
問先= こども科学館B5242 ―8161

4 月1 日からのプラネタリウム投影、ドームシアター上映開始時間

豪月曜 日の投影、上映は 休止します( 春夏冬休 み期間中を除く)

スケッ チ
あだち

み
ん
な
一
緒
に
歌
お
う
よ
!

～
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
タ
ー
ズ
」

訪
問
演
奏
～

2
月
2
4
日
、老
人
保
健
施
設
「し

ら
さ
蔗
で
リ
(
ビ
リ
テ
ー
タ
ー
ズ

の
訪
問
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。リ

(
ビ
リ
テ
ー
タ
ー
ズ
と
は
、リ
(
ビ

リ
訓
練
修
了
者
を
対
象
に
し
た
音
楽

講
習
会
の
こ
と
。高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
の
な
ど
の
施
設
を

中
心
に
訪
問
し
、
演
奏
会
を
開
い
て

い
季
y
。
今
回
演
奏
レ
た
曲
目
は
「
八

木
節
」
「
卜
蒭
両

い
て
歩
こ
う
」
「
ラ

デ
ッ
キ
ー
行
進
曲
に
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

鏨
i

安
稾

。
笋
か
し
い
曲
に
膃
わ

ず
衄
一
口
た
す
人
も
=
・
。
リ
(

ビ
リ
ア

ー
タ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
は

、
「
私
た

ち
か

、
音
楽
か
通

じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
飫
U

て

く

れ
ま
し
た
。
心
9

に石
つ
た
演
奏
に
、

聞
い
て
い
る
人
た
ち
忝
暖
か
い
気
持
ち

に
し
て
く
れ
た
1
日
で
し
た
。

だるま供養
と

節分の豆まき

2月3 日
西新井大師

1
年
間
の
お
務
め
ご
苦
労
さ
ま

～
だ
る
ま
供
養
～

年
男
年
女
に
よ
る
節
分
の
豆
ま
き

大谷田公園で

梅 を 観る会

「
梅
つ
て
言
う
の
は
、
視
・
聴
・

哽
・
味
・
触
の
五
感
で
楽
し
む
こ
と

が
で
孝
豕
す
。
花
を
見
て
、
ウ
グ
イ

ス
の
声
を
聴
き
、
香
り
を
藁
し
み
、

実
痂
食
べ
て
、
枝
を
咥
ん
定
霏
?

・

す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
、

説
明
し
て
く
れ
た
の
は
、
英
国
園
芸
協

会
日
本
支
部
理
事
の
中
村
恒
雄
巧
ん
。

Z
月
2
2
日
、
大
谷
田
公
園

で
梅
を
靦
る
会
が
開
催
さ
れ
、

梅
の
説
明
必
y
跫
立
造
園
建

設
業
協
会
に
よ
る
郤
と
苗
木

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自分で作った
わらぞうりに感激!

～わらぞうり作り体験教室～

2
月
2
2
E、
都
市
晨
業
公
園
で
わ
ら

ぞ
う
2
W

体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
初
は
曜
妣
な
く
ワ
ラ
に
触
れ

て
い
た
人
た
ち
も
、
ぞ
つ
り
の
形
が
出

来
あ
が
っ
て
く
る
こ
ろ
に
は
。
リ
ズ
ム

よ
い
手
つ
き
に
。
自
分
で
作
つ
た
わ
ら

ぞ
う
ひ
脊ほ
い
た
人
は
「暖
か
い
わ
」と

感
激
も
ひ
苣
妬
9

今
で
し
た
。

わらぞうりができたよ!

最後の仕 上げを教わり ます

防
ご
う
災
害
守
ろ
う
こ
の
ま
ち

「
千
住
仲
組
協
議
会
」

サ
バ
イ
バ
ル
フ
ェ
ア
開
催

千
住
の
町
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
千

住
仲
組
協
議
渺
(

沢
村
武
会
長
)

が
2
月
2
2日
、
千
寿
第
二
小
で

、足

立
区
ま
ち
づ
く
n
F
ラ
ス
ト
の
助
成

を
受
け
、
独
自
の
災
害
対
策
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
具
体
例
な
ど
の
内
容
に
、
参
加
者

は
郎
心
に
闃
幸
(
つ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
発
災
時
に
役
立
つ
オ
リ
ジ
ナ

ル
サ
バ
イ
バ
ル
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
あ

た
た
か
い
お
で
ん
・
お
し
る
こ
の
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も

有
意
剪
採
日
夲
逼
ご
し
ま
し
た
。

神
戸
市
P
T
A
連
合
会
会
長
さ
ん
を
招

い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

あ
た
た
か
く
て
オ
イ
シ
イ
ネ
!
!

ガキ大将
登場 !

千住あそびまつり
2 月8 日

千
住
邯
蓖
館
(
千
住
元
町
)
で
同
館

と
子
ぐ
淞
薺
む
地
域
連
絡
会
(
鈴
木

太
一
郎
会
長
)
共
催
の
千
住
あ
そ
″羨

つ
ひ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
三

世
代
交
流
大
型
紙
相
撲
大
会
や
お
手
玉
、

竹
ど
ん
ぽ
俘
り
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
S
ケ
ン

な
ど
の
普
遊
び
に
孟
裝
天
人
も
無
我

夢
中
。
ま
た
、
千
住
の
幺
屏
や
名
物
を

脉
み
込
ん
だ
大
型
の
「
千
寿
か
る
た
」

も
完
威
し
、
か
る
た
夲
曲
尤
で
、
昔
話

に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

竹とんぼ作り
「おじさん、名人なの? 」
「そう、名人だよ」

はっけよい。のこった
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